
発行者　社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区巣鴨1-12-1　冠城園ビル６階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/

平成22年10月号
乗って安心

個人タクシ
ー

社団法人

東 京 都 個 人
タ ク シ ー 協 会

会 報
臨
時
総
会
で
協
会
事
務
所
の
移
転
を
可
決
承
認

再
生
に
向
け
て
新
た
な
拠
点
へ
！

運
営
規
約
の
一
部
改
定
を

全
会
一
致
で
可
決
承
認

　

８
月
11
日
の
竣
工

式
に
お
い
て
、
木
村

会
長
が
「
個
人
タ
ク

シ
ー
業
界
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ご
挨
拶
し
た
、

完
成
し
て
間
も
な
い

日
個
連
会
館
。
地
下

１
階
・
地
上
６
階
建
て
の
建
物
で
、
臨
時
総
会
の
議
案
は
、

事
務
所
を
こ
こ
に
移
転
す
る
た
め
運
営
規
約
に
記
載
さ

れ
た
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

木
村
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
前
田
専
務
理
事
か
ら

提
案
理
由
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
事
業
者
数
が
減
少
を
続
け
、
新
規
許
可
が
凍
結
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
減
少
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。

②
そ
れ
に
よ
る
会
費
収
入
の
減
少
が
深
刻
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

③
移
転
に
よ
っ
て
、
事
務
所
の
家
賃
・
共
益
費
な
ど
が

年
間
約
４
３
０
万
円
削
減
で
き
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
事
務
所
移
転
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、「
新
事
務
所
が
現
事
務
所
に

比
べ
て
23
坪
ほ
ど
狭
い
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
会
議
室
を
含
め
る
と
現
事
務
所
の
ほ
う
が
広
い
が
、
会

議
室
は
常
に
使
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
事
務
所

で
は
中
会
議
室
を
月
に
１
回
、
小
会
議
室
を
月
に
２
回
、

無
料
で
借
用
で
き
ま
す
」
と
の
回
答
。
そ
の
後
の
採
決
で
、

全
会
一
致
で
提
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
事
務
所
を
個
人
タ
ク
シ
ー
の
再
生
と

都
個
協
の
結
束
の
象
徴
に

　

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
の
新
事
務
所
は
、
日
個

連
会
館
の
５
階
に
な
り
ま
す
。
年
に
４
３
０
万
円
の
経
費

削
減
効
果
を
活
か
す
に
は
、
少
し
で
も
早
く
新
事
務
所

を
稼
働
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
来
年
７

月
の
通
常
総
会
を
待
つ
こ
と
な
く
、
今
回
の
臨
時
総
会
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
木
村
会
長
は
「
法
人
の
運
転
手
さ

ん
に
は
、
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
目
指
さ
な
い
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
の
魅
力
が
な
い
か
ら
で

す
。
私
た
ち
は
、
法
人
の
人
た
ち
に
目
指
し
て
も
ら
え

る
、
魅
力
あ
る
業
界
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
都
個
協
の
結
束
を
ま
す
ま
す
固
い
も
の
に
し
、
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
そ
う
い
う
状
況
を
作
り
、
そ

れ
を
全
国
に
波
及
さ
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
述
べ
ま
し
た
。
新
事
務
所
が
そ
の
象
徴
と
な
り
、
ま

た
再
生
の
第
一
歩
と
な
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
営
業

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
月
21
日
（
火
）
午
後
３
時
、
新
社
屋
の
日
個
連
会
館
地
下
１
階
会
議
室
に
お
い
て
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
社
団
法
人
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
の
事
務
所
の
移
転
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
事
務
所
は
現
在
の
巣
鴨
・
冠
城
園
ビ
ル
か
ら
、
南
大
塚
・
日
個
連
会
館
へ
移
転

す
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者

感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
並
び
に

顧
客
満
足
度
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
利
用
者
の
皆
様
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度

を
中
心
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

毎
年
12
月
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
12
月
１
日（
水
）

～
21
日
（
火
）
に
実
施
し
ま
す
。
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

は
顧
客
満
足
度
調
査
を
含
ん
だ
チ
ラ
シ
を
10
枚
、
裏
面

に
広
告
が
入
っ
た
領
収
書
ロ
ー
ル
を
１
本
お
渡
し
し
ま

す
。
危
機
的
状
況
の
今
こ

そ
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

個
人
タ
ク
シ
ー
を
社
会
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
再
生

の
た
め
の
一
つ
の
大
き
な

Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

「都個協の結束をますます固いものに
し、魅力ある業界にしていきましょう」
と木村会長

キャンペーン案内チラシ。顧客満足度調査の記入欄があります

都内個人タクシーの現況（平成22年9月1日現在）
許可事業者数　17,152名（前月比-51名）     

（特別区、武三16,667名　北多摩190名　南多摩295名） 
傘下事業者数　16,949名（前月比-49名）

（特別区、武三16,466名　北多摩190名　南多摩293名）

裏面広告の領収書。ロールを
1本お渡しします

チラシ（裏） チラシ（表）

領収書ロール裏面

平
成
22
年
10
月
の
特
別
公
開
指
導

日
付
：
平
成
22
年
10
月
29
日
（
金
）

時
間
：
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

場
所
：
銀
座
地
区
・
新
橋
地
区

指
導
内
容
：
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度
規
制
無

視
の
防
止
指
導

平
成
22
年
11
月
の
特
別
公
開
指
導

日
付
：
平
成
22
年
11
月
26
日
（
金
）

時
間
：
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

場
所
：
銀
座
地
区
・
新
橋
地
区

指
導
内
容
：
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度
規
制
無

視
の
防
止
指
導



運
輸
支
局
長
に
よ
る
運
転
者
表
彰

安
心
・
安
全
を
胸
に
、
個
人
事
業
者
38
名
が
受
賞

９
月
16
日（
木
）午
後
２
時
よ
り
、
品
川
区
総
合
区
民
会
館﹁
き
ゅ
り
あ
ん
﹂に
お
い
て
、
関
東
運
輸
局
東

京
運
輸
支
局
長
に
よ
る﹁
平
成
22
年
自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰
﹂表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
受
賞
者
は
２
５
８
名
、う
ち
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
38
名
。
代
表
し
て
和
田
義
雄
さ
ん（
豊
島
支
部
）

が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
誇
り
を

　

最
初
に
矢
田
支
局
長

か
ら「
東
京
と
い
う
世

界
有
数
の
厳
し
い
交
通

環
境
に
あ
っ
て
、
長
年

に
わ
た
り
運
転
業
務
に

精
励
さ
れ
、
他
の
模
範

と
な
る
成
績
を
あ
げ
て

こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、皆
さ
ま
を
支
え
て
こ
ら

れ
た
ご
家
族
、さ
ら
に
は
職
場
の
同
僚
・
上
司
の
方
々

な
ど
、関
係
者
の
皆
さ
ま
に
も
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
高
度
化
し
多
様
化
す
る
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、さ
ら
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で

応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、な

に
よ
り
も
重
要
な
の
が
安
心
・
安
全
の
確
保
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
運
転
の
基
本

を
改
め
て
意
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
と
も
プ

ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
誇
り
を
胸
に
、後
進
の
指
導
も
含

め
、全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
尽
力
さ
れ
る
よ
う
期
待

い
た
し
ま
す
」と
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
続
く
警
視
庁
、業
界
団
体
代
表
の
来
賓
挨

拶
で
は
、交
通
環
境
や
業
界
の
現
状
報
告
の
あ
と
、い

ず
れ
も「
今
日
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、さ
ら
な

る
安
心
・
安
全
に
向
け
た
ご
努
力
を
」と
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
謝
辞
で
は
、全
受

賞
者
の
代
表
が「
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
自
覚
し
、そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
の
発
展
に
向
け
て
さ
ら
な
る
精
進
を
し

て
い
き
ま
す
」と
力
強
く
宣
言
。
38
名
の
個
人
タ
ク

シ
ー
事
業
者
も
、改
め
て
自
分
の
使
命
を
胸
に
刻
み
ま

し
た
。

営
業
マ
ン
と
し
て
お
客
さ
ま
を
大
切
に

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合　

豊
島
支
部　

和
田
義
雄
さ
ん（
69
歳
）

　

子
ど
も
の
進
学
を
機
に
、転
勤
の
多
い
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
か
ら
こ
の
業
界
に

転
じ
て
23
年
、個
人
事

業
者
に
な
っ
て
13
年

に
な
り
ま
す
。
安
全

運
転
は
当
た
り
前
の

こ
と
で
、日
ご
ろ
心
が

け
て
い
る
の
は
、前
方

だ
け
で
な
く
周
囲
に

も
よ
く
目
を
配
る
こ
と
。
そ
し
て
他
車
の
動
き
を
見

な
が
ら
、一
呼
吸
お
く
こ
と
で
す
。
接
客
に
際
し
て
は

最
初
と
最
後
を
し
っ
か
り
と
。
つ
ま
り「
お
待
た
せ
し

ま
し
た
」と「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」の
言
葉
が

け
で
す
ね
。
ま
た
、お
釣
り
を
左
手
で
渡
し
た
こ
と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
失
礼
で
す
か
ら
、体
を
ひ
ね
っ

て
お
客
さ
ま
の
顔
を
見
な
が
ら
⋮
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
営
業
マ
ン
と
し
て
お
客
さ
ま
を
大
切
に
し
て
こ

そ
の
プ
ロ
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。

お祝いの言葉を述べる矢田支局長

個人タクシー事業者を代表して和田
さんが表彰状を受け取りました
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れ
た
ご
家
族
、さ
ら
に
は
職
場
の
同
僚
・
上
司
の
方
々

れ
た
ご
家
族
、さ
ら
に
は
職
場
の
同
僚
・
上
司
の
方
々

危
機
的
状
況
の
今
こ
そ
業
界
が
一
丸
と
な
っ
て

個
人
タ
ク
シ
ー
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
！

第4回
理事会の
焦点

　

９
月
21
日（
火
）午

後
１
時
20
分
か
ら
、

日
個
連
会
館
に
お
い

て
第
４
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
で
木
村
会
長
が

「
日
個
連
会
館
で
の

初
め
て
の
理
事
会

で
す
。
全
国
の
個
人
タ
ク
シ
ー
が
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、都
個
協
は
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
全
国
に
示
す
意
気
込
み
で
、気

持
ち
も
新
た
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
。
ま
た
、

羽
田
新
国
際
線
の
開
設
に
伴
う
定
額
運
賃
に
つ
い
て

「
羽
田
に
は
ま
ず
行
く
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
業
者

さ
ん
に
も
、ぜ
ひ
認
可
の
申
請
を
勧
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
業
界
が
こ
ぞ
っ
て
、協
力
し
て
い
く
と
い
う
姿

勢
を
見
せ
る
こ
と
が
大
事
。
そ
れ
が
個
人
タ
ク
シ
ー

の
評
価
を
上
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」と
、定

額
運
賃
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
各
理
事
に
要
請
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
く
議
題
審
議
で
は
、４
件
の
議
題
す
べ
て
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
③
を
め
ぐ
っ
て

個
人
タ
ク
シ
ー
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

　

議
題
③
で
は
、短
距
離
客
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・

議題

①
第
18
回
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇
談
会
の
開
催
に
関
す
る
件

②
年
末
年
始
安
全
総
点
検
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
に
関
す
る
件

③
短
距
離
客
歓
迎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
に
関
す
る
件

④
事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
基
準
︵
案
︶
の
制
定
に
関
す
る
件

フ
レ
ー
ズ
の
応
募
作
品
と
理
事
に
よ
る
投
票
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、ス
テ
ッ
カ
ー
の
大

き
さ
に
つ
い
て
も
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「
ス
テ
ッ

カ
ー
が
大
き
い
と
、車
に
貼
る
の
を
嫌
が
る
事
業
者

も
出
て
き
そ
う
で
す
。
な
る
べ
く
小
さ
く
し
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
木
村
会
長
は「
こ
れ
は
特
定
事

業
計
画
の
一
環
。
個
人
タ
ク
シ
ー
が
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
業
界
を
あ
げ
て
取
り
組
む
と
約
束
し
た

こ
と
で
も
あ
り
、強
く
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、小
さ
な
ス
テ
ッ
カ
ー
で
は

読
ん
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。
貼
る
の
を
嫌
が
る
人
が

い
る
か
ら
小
さ
く
し
よ
う
⋮
と
な
る
と
本
末
転
倒

で
、取
り
組
み
自
体
が
台
無
し
に
な
り
ま
す
。
ど
う

か
、そ
の
趣
旨
を
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
」と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、理
事
や
団
体
長
な
ど
の
役
職
者
と
一
般

事
業
者
と
の
意
識
の
差
に
つ
い
て
も
触
れ
、危
機
感

の
共
有
の
大
切
さ
を
改
め
て
確
認
。
業
界
が
危
機

的
状
況
に
あ
る
今
、ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、一
つ

ひ
と
つ
の
取
り
組
み
が
再
生
の
武
器
に
な
り
ま
す
。

全
事
業
者
が
そ
の
こ
と
を
深
く
理
解
し
、足
並
み
を

揃
え
、こ
つ
こ
つ
と
努
力
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、そ

れ
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
業
界
再

生
に
つ
な
が
り
、そ
れ
は
結
局
、事
業
者
自
身
の
未

来
に
も
つ
な
が
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「一つひとつの取り組みが再生の武
器になります。皆で足並みを揃えて
やっていきましょう」と木村会長



「駅前放置自転車ク
リーンキャンペーン」
ポスター

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成22年10月号 第 435 号　⑶

氏
名 

所
属
団
体 

享
年   

病
名

金
森
幸
男
さ
ん	

（
東
個
協
・
北
第
二
）	

55
歳	

不
明

高
橋
東
吾
さ
ん	

（
東
個
協
・
品
川
第
一
）	

73
歳	

胆
管
癌

藤
井　

茂
さ
ん	

（
東
個
協
・
練
馬
）	

55
歳	

心
不
全

深
井　

実
さ
ん	

（
東
個
協
・
墨
東
）	

72
歳	

脳
症

仲
地
成
年
さ
ん	

（
東
個
協
・
新
東
京
）	

54
歳	

胃
癌

高
木
富
治
さ
ん	

（
東
個
協
・
豊
島
）	

66
歳	

原
発
不
明
癌

中
島
文
雄
さ
ん	

（
都
営
協
・
城
北
）	

57
歳	

心
不
全

荒
川　

博
さ
ん	

（
都
営
協
・
交
友
）	

55
歳	

心
不
全

池
田
治
三
郎
さ
ん	

（
都
営
協
・
江
東
）	

74
歳	

心
不
全

松
山
勝
廣
さ
ん	

（
都
営
協
・
板
橋
）	

69
歳	

膀
胱
癌

　

訃
報　
　

＊
８
月

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

委員会委員紹介

第
27
回
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
年
も「
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」が
、10
月
22
日（
金
）か
ら
10
月
31
日（
日
）ま

で
の
10
日
間
、都
内
全
域
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
す
で

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
及
び
チ
ラ
シ
等
が
掲
出

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

経営資材委員会
委員長

小番　勇

安全対策委員会
委員長

小嶋眞吉

経営資材委員会
副委員長

臼井　晃

安全対策委員会
副委員長

小竹清司

総務委員会
委員長

秋田　隆

共済委員会
委員長

加藤武志

総務委員会
副委員長

川井文雄

共済委員会
副委員長

山下　實

意識改革で初心に帰ろう
　特措法でタクシーは公共交通としての地位が確立さ
れ、我々は責任の重さを感じています。個人タクシー業
界誕生の原点、一人ひとりの個タク誕生時のあの感動、
初心を忘れずにと思い、経営白書を通して現在の状況、
また今後の方向性を示す内容にと思って取り組みます。

一層の事故削減に取り組みます
　事業用自動車総合安全プラン 2009 に基づき、対前年
度の事故発生件数 10％削減に取り組むとともに、無車
検運行の根絶、アルコールチェッカーの推進にも力を入
れていきます。また、今年度から新たに「事故防止コン
テスト」を実施し、事故の発生率が低い団体に対する表
彰を行う等、尚一層の事故削減に取り組んでまいります。

世論に後押しされる業界を目指して
　公益・一般社団法人選択等、今後の協会のあり方につい
て検討し、関連する定款、規約の見直しなども行わなけれ
ばなりません。また、特定事業計画認定申請の認定処分に
伴い、協会単位での事業計画を早急に実施し、個人タクシー
の信頼回復のため、利用者懇談会でのご意見を参考に、世
論に後押しされる業界になるよう頑張りたいと思います。

社会と仲間のためにも健康管理は自己責任
　年間死亡者数は減少傾向にあり、近年は 130 名前後です。
死因として、肺癌、胃癌、自殺が目につきます。健康診断受
診率は 90％、10％の方が不受診です。また、再診・再検査が
必要な方の内、実際に再検査を受けた方は 38％しかない状況
です。再診・再検査は必ず受診し、自分のため家族のため仲
間のため社会のためにも平素から健康管理を心掛けましょう。



トピックス
なんでも 地域のおすすめスポットや

クラブ活動、
名物ドライバーなど
なんでもご紹介

にぎわい！
 戸越銀座

商店街

東
京 

　
　
　
　
　

 

支
部
紹
介

第
26
回

る
ぐ

り

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
街
頭
指
導
計
画

社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成22年10月号 第 435 号　⑷

東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合
・
品
川
第
二
支
部

「
融
和
と
団
結
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

　

優
良
運
転
者
と
し
て
の
表
彰
受
賞
者
を
多
く
輩
出

す
る
品
川
第
二
支
部
所
属
の
事
業
者
は
「
プ
ロ
の

鑑
、
ま
じ
め
な
方
ば
か
り
」
と
横
関
支
部
長
は
胸
を

張
っ
て
話
し
ま
す
。「
先
輩
の
中
に
は
運
輸
大
臣
表

彰
、
叙
勲
を
受
け
た
方
も
い
ま
す
。
最
年
長
は
支
部

在
籍
41
年
、
80
代
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
い
つ
ま
で
も
現

役
を
続
け
る
方
か
ら
学
ぶ
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
」
と
も
。

　

創
立
時
か
ら
掲
げ
て
い
る
「
融
和
と
団
結
」
の
言

葉
の
通
り
、
役
員
同
士
、
事
業
者
同
士
の
信
頼
感
が

何
よ
り
も
自
慢
で
す
。
マ
ナ
ー
向
上
に
活
か
す
た
め

に
支
部
管
内
の
主
要
な
乗
り
場
を
独
自
に
巡
回
、
ま

た
、
個
人
タ
ク
シ
ー
を
め
ざ
す
新
人
育
成
に
も
力
を

注
い
で
、
多
く
の
お
客
様
に
支
持
さ
れ
る
個
人
タ
ク

シ
ー
の
ア
ピ
ー
ル
に
積
極
的
で
す
。　
　
　
　

東急池上線「戸越銀座駅」周辺、第二京浜をまたいで続
く都内有数の商店街。下町の雰囲気を残すロケーションは
ドラマ、 映
画の舞 台と
しても知られ
ています。

前列左から横関支部長、上野副支部長
後列左から齋藤共済部長、橘経理部長、
萩原交通共済部長

品二を支える事務員はこの３名。左
から鈴木さん、加治さん、南部さん事務所に入ると地元の氏神

様、戸越八幡神社の神棚が目
を引きます

腕自慢が揃うゴルフ部は、組合
主催のコンペで４年連続優勝を
達成したことも。事務所内の壁
や棚にはその栄誉をたたえるト
ロフィーや賞状が

（
所
在
地
：
品
川
区
荏
原
）

平
成
22
年
10
月
の
指
導
計
画

【
重
点
指
導
地
区
】

場
所
：
1
．
羽
田
空
港

	

　
　

2
．
銀
座
・
新
橋
地
区

１
．
羽
田
空
港
新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
24
時
間

化
の
供
用
開
始
に
伴
う
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

等
の
適
正
な
運
営

2
．
銀
座
・
新
橋
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の

防
止
指
導
及
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正

運
営
推
進
制
度
規
制
無
視
の
防
止
指
導

平
成
22
年
11
月
の
指
導
計
画

【
重
点
指
導
地
区
】

場
所
：
1
．
羽
田
空
港

	

　
　

2
．
銀
座
・
新
橋
地
区

１
．
羽
田
空
港
新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
24
時
間

化
の
供
用
開
始
に
伴
う
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

等
の
適
正
な
運
営

2
．
銀
座
・
新
橋
地
区
に
お
け
る
違
法
行
為
の

防
止
指
導
及
び
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正

運
営
推
進
制
度
規
制
無
視
の
防
止
指
導

平
成
22
年
10
月
の
特
別
公
開
指
導

日
付
：
平
成
22
年
10
月
29
日
（
金
）

時
間
：
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

場
所
：
銀
座
地
区
・
新
橋
地
区

指
導
内
容
：
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度
規
制
無

視
の
防
止
指
導

平
成
22
年
11
月
の
特
別
公
開
指
導

日
付
：
平
成
22
年
11
月
26
日
（
金
）

時
間
：
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
ま
で

場
所
：
銀
座
地
区
・
新
橋
地
区

指
導
内
容
：
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
推
進
制
度
規
制
無

視
の
防
止
指
導




